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デンツプライシロナ株式会社 

安全データシート 
 

JIS Z 7253:2019 に基づく安全データシート 作成日:2024 年 04 月 01 日 

文書番号:DSKK-CSDS-138 

版番号:第 1 版 

1. 製品及び会社情報 
 

製品情報 

 販売名  プライムアンドボンド XP セルフキュアアクチベータ 

 品番 634354、634354K 

 
用途 支台築造材料と歯質（象牙質あるいはエナメル質）との接着を促進するために用いる歯科用接着

材で、窩洞修復等に用いる。 

 
使用の制限 アクリル系又はメタクリレート系レジンに対して皮膚炎などの過敏症の既往歴のある患者には使用しな

いこと。 

安全データシートの提供者の詳細 

 名称 デンツプライシロナ株式会社 

 住所 東京都中央区銀座八丁目 21 番 1 号 住友不動産汐留浜離宮ビル 

 電話番号 03-6264-2802 

 緊急連絡先 

 電話番号  03-6264-2802（信頼性保証本部 品質保証グループ） 

 

2. 危険有害性の要約 
 

GHS 分類 

 

物理化学的危険性 引火性液体 区分 2 

健康に対する有害性 皮膚腐食性/刺激性 

眼に対する重篤な損傷性/刺激性 

皮膚感作性 

特定標的臓器毒性、単回ばく露、麻酔作用 

区分 2 

区分 2 

区分 1 

区分 3 

環境に対する有害性 該当しない  

GHS ラベル要素 

 絵表示又はシンボル 

 注意喚起語 危険 

 危険有害性情報 H225 引火性の高い液体および蒸気 

H315 皮膚刺激 

H319 強い眼刺激 

H317 アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ 

H336 眠気またはめまいのおそれ 
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 注意書き 

  【安全対策】 熱、高温のもの、火花、裸火および他の着火源から遠ざけること。禁煙。（P210） 

   防爆型の【 電気機器/換気装置/照明機器】を使用すること。（P241） 

 

 【救急処置】 皮膚 (または髪) に付着した場合:直ちに汚染された衣類をすべて脱ぐこと。 皮膚を水【 または

シャワー】で洗うこと。（P303+P361+P353） 

眼に入った場合:水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて容易に外せ

る場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。（P305+P351+P338） 

  【保管】 施錠して保管すること。（P405） 

  【廃棄】 内容物/容器を、国/地方自治体の規制に従って廃棄すること。（P501） 

 他の危険有害性 情報なし 

  

3. 組成及び成分情報 
 

単一製品・混合物の別:混合物  

 

化学名 CAS 番号 官報公示整理番号（化審法） 含有率(%) 

アセトン 67-64-1 2-542 50～100 

ウレタンジメタクリレート樹脂 105883-40-7 － 10～25 

2-ヒドロキシエチル=メタクリラート 868-77-9 2-1044 ≧ 2.5 – < 10 

テトラフェニルホウ酸ナトリウム 143-66-8 3-2553 ≤ 2.5 

ジフェニル-2,4,6-トリメチルベンゾイルホス

フィン=オキシド 
75980-60-8 3-4078 ≧ 0.25 – < 2.5 

4-(ジメチルアミノ)ベンゾニトリル 1197-19-9 － ≧ 0.1 – < 1 

 

４． 応急措置 
 

応急措置 

 吸入した場合 新鮮な空気の場所に移動させること。 

症状がある場合は、医師の診察を受けること。 

 皮膚に付着した場合 直ちに水と石鹸で洗い、よくすすぐこと。 

 眼に入った場合 眼を開いたまま流水で数分間洗い流すこと。 

症状が続く場合は、医師の診察を受けること。 

 飲み込んだ場合 症状が続く場合は、医師の診察を受けること。 

急性症状及び遅達性症状の 

最も重要な徴候症状 

 

情報なし 

応急処置をする者の保護 情報なし 

医師に対する特別な注意事項 情報なし 

 

５．火災時の措置 
 

適切な消火剤 二酸化炭素消火剤、粉末消火剤または水スプレー。 

大きな火災の場合は、水噴霧または耐アルコール泡消火剤を使用すること。 
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使ってはならない消火剤 棒状注水 

火災時の特有の危険有害性 情報なし 

特有の消火方法 情報なし 

消火を行う者の保護具及び予防措置 自給式呼吸用保護具 

 

６． 漏出時の措置 

 

人体に対する注意事項、保護具 

及び緊急時措置 

保護具を着用すること。 

保護具を着用していない人を、漏出区域から遠ざけること。 

環境に対する注意事項 下水道、地表水、地下水への流入を防ぐこと。 

封じ込め、浄化の方法及び機材 液体結合材（砂、珪藻土、酸結合剤、万能結合剤、おがくず）で吸収すること。 

漏出物質は 13 項 に従って廃棄物として処分すること。 

十分な換気を確保すること。 

二次災害の防止策 情報なし 

 

７． 取扱い及び保管上の注意 

 

取扱い 

 技術的対策 作業場の換気・排気を十分に行うこと。 

 安全取扱注意事項 エアロゾルの生成を防ぐこと。 

化学薬品を扱う場合の通常の注意を払うこと。 

発火源を遠ざけること - 喫煙しないこと。 

静電気の帯電から保護すること。 

歯科用のみに使用すること。 

 混融危険物質との接触回避 情報なし 

 衛生対策 情報なし 

保管 

 安全な保管条件 酸化剤から離れた場所に保管すること。 

十分に密閉された容器に入れ、涼しく乾燥した状態で保管すること。 

 安全な包装容器材料 元の容器に保管すること。 

 

８． ばく露防止及び保護措置 

 

管理濃度 EH40/2020 WEL TLV-STEL: 3,620 mg/m3、1,500 ppm 

TLV-TWA: 1,210 mg/m3、500 ppm（アセトン） 

許容濃度 設定されていない 

設備対策 情報なし 

一般的注意 食品、飲料、飼料から遠ざけること。 
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汚染された衣類は、すべて直ちに脱ぐこと。 

休憩前と作業終了時に手を洗うこと。 

目や皮膚との接触を避けること。 

保護具 

 呼吸用保護具 作業場が十分に換気されている場合は必要ない 

 手の保護具 保護手袋を着用すること。 

手袋の素材は不浸透性で、製品/物質/生成物に対して耐性がなければならない。 

手袋の材質 

適切な手袋の選択は、素材だけではなく、品質保証にも依存し、手袋の製造元によっ

て異なる。この製品は複数の物質の混合物であり、手袋の素材の耐性を事前に計算

することができないため、使用を開始する前に確認する必要がある。 

推奨する素材:ブチルゴム、BR 

透過性:レベル 6 以上 

推奨される厚さ:0.7 mm 以上 

手袋の素材の浸透時間 

正確な透過時間は保護手袋の製造元が調べ、観測する必要がある。 

 眼及び/又は顔面の保護具 密閉度の高いゴーグル 

 皮膚及び身体の保護具 保護衣 

特別な注意事項 情報なし 

 

９． 物理的及び化学的性質 
 

物理状態 液体 

色 明るい黄色 

臭い アセトン様のにおい 

融点/凝固点 データなし 

沸点又は初留点及び沸点範囲 56℃（アセトン） 

可燃性 該当しない 

爆発下限界及び爆発上限界/可燃限界 下限界:2.6 Vol%、上限界:12.8 Vol% 

引火点 2℃（ペンスキーマルテンス密閉法） 

自然発火点 465℃ 

分解温度 データなし 

pH 7（20℃） 

動粘性率 データなし 

溶解度 水に部分的に混和する。 

n-オクタノール/水分配係数 データなし 

蒸気圧 233 hPa（20℃） 

密度及び/又は相対密度 0.9 g/cm3（20℃） 

相対ガス密度 データなし 

粒子特性 データなし 
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１０． 安定性及び反応性 

 

反応性 情報なし 

化学的安定性 仕様に従って使用すれば分解しない。 

危険有害反応可能性  危険有害な反応は知られていない。 

避けるべき条件  情報なし 

混融危険物質  情報なし 

危険有害な分解生成物  危険有害な分解生成物は知られていない。 

 

１１． 有害性情報 

 

急性毒性  

 経口 LD50 14,400 mg/kg（ラット）（製品の推定値） 

LD50 5,800 mg/kg（ラット）（アセトン） 

LD50 > 5,000 mg/kg（ラット）（2-ヒドロキシエチルメタクリラート） 

LD50 288 mg/kg（ラット）（テトラフェニルホウ酸ナトリウム） 

LD50 5,000 mg/kg（ラット） 

（ジフェニル（2,4,6-トリメチルベンゾイル）ホスフィンオキシド） 

LD50 500 mg/kg（ATE）（4-(ジメチルアミノ)ベンゾニトリル） 

 経皮 LD50 20,000 mg/kg（ウサギ）（アセトン） 

LD50 > 3,000 mg/kg（ウサギ）（2-ヒドロキシエチルメタクリラート） 

 吸入:ガス データなし 

 吸入:蒸気 LC50/4 時間 76 mg/L（ラット）（アセトン） 

 吸入:粉じん及びミスト データなし 

皮膚腐食性/刺激性 皮膚炎症を引き起こす。 

目に対する重篤な損傷性/眼刺激性 眼に重篤な炎症を引き起こす。 

呼吸器感作性又は皮膚感作性 アレルギー性皮膚反応を引き起こすおそれがある。 

生殖細胞変異原性 情報なし 

発がん性 情報なし 

生殖毒性 情報なし 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 眠気やめまいを引き起こすおそれがある。 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 情報なし 

誤えん有害性 情報なし 
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１２． 環境影響情報 

 

生態毒性 

 一般的注意 情報なし 

 水生環境有害性（急性） LC50/96h 5,540 mg/L（魚類急性毒性試験） 

EC50/48h 6,100 mg/L（オオミジンコ）（以上、アセトン） 

LC50/96h > 100 mg/L（魚類急性毒性試験） 

EC50/48h 380 mg/L（オオミジンコ） 

（以上、2-ヒドロキシエチルメタクリラート） 

EC50/48h 32 mg/L（オオミジンコ）（テトラフェニルホウ酸ナトリウム） 

LC50/48h 6.53 mg/L（魚類急性毒性試験） 

（ジフェニル（2,4,6-トリメチルベンゾイル）ホスフィンオキシド） 

 水生環境有害性（⾧期間） データなし 

残留性・分解性 情報なし 

生体蓄積性 情報なし 

土壌中への移動性 情報なし 

オゾン層への有害性 情報なし 

 

１３． 廃棄上の注意 
 

残余廃棄物 家庭ゴミと一緒に出さないこと。 

製品が下水に流入しないようにすること。 

地方自治体の許可を得た産業廃棄物処理に処理を委託すること。 

汚染容器及び包装 地方自治体の許可を得た産業廃棄物処理に処理を委託すること。 

 

１４． 輸送上の注意 
 

国際規制 

 国連番号 1090 

 国連品名 アセトン 

 国連危険有害性クラス 3 

 副次危険等級 - 

 容器等級 Ⅱ 

 海洋汚染物質 該当しない 

 MORPOL73 付属書及び IBC コード

によるばら積み輸送される液体物質 

 

該当しない 

国内規制 

 海上規制情報 船舶安全法に従う。 

 航空規制情報 航空法に従う。 

 陸上規制情報 消防法、道路法に従う。 
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特別な安全上の対策 情報なし 

その他（一般的）注意 情報なし 

 

１５． 適用法令 
 

労働基準法 感作性を有するもの（4-(ジメチルアミノ)ベンゾニトリル） 

疾病化学物質（4-(ジメチルアミノ)ベンゾニトリル） 

化管法（PRTR 法） 第 1 種指定化学物質（テトラフェニルホウ酸ナトリウム） 

労働安全衛生法 名称等を表示または通知すべき危険有害物（別表第 9 の 17）（アセトン） 

リスクアセスメントを実施すべき危険有害物（アセトン） 

第２種有機溶剤等（アセトン） 

危険物・引火性の物（アセトン） 

皮膚等障害化学物質等及び特別規則に基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質 

（2-ヒドロキシエチル=メタクリラート） 

消防法 第４類引火性液体、第一石油類水溶性液体（アセトン） 

航空法  引火性液体（アセトン） 

船舶安全法 引火性液体類（アセトン） 

消防法 第４類引火性液体、第三石油類水溶性液体（4-(ジメチルアミノ)ベンゾニトリル） 

大気汚染防止法 揮発性有機化合物（VOC）（アセトン、2-ヒドロキシエチル=メタクリラート） 

毒物・劇物取締法 劇物（4-(ジメチルアミノ)ベンゾニトリル） 

 

１６． その他の情報 
 

用途上の注意 情報なし 

記載内容について この情報は当社の現在の知識に基づいています。ただし、これは特定の製品機能を保証するも

のではなく、法的に有効な契約関係を確立するものでもありません。安全データシートには、販売

店による輸送中や保管中の事故などにより大量の物質が放出された場合の危険性と取るべき

措置が記載されています。臨床現場で通常使用される材料の量については、製品の安全な使

用と保管に必要な情報が 添付文書及び取扱説明書に記載されています。 

参照文書 Safety data sheet according to 1907/2006/EC, Article 31 “Self Cure 

Activator”, Version number 5, Revision: 10.01.2023 

 


